
管
工
事
４
団
体
と
協
力
協
定
締
結

事
業
体
で
全
国
初
の
取
り
組
み

関
係
団
体
の
進
捗
状
況
を
確
認

新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
で
情
報
交
換

厚
労
省

協
議
会

東
京
都
水
道
局
は
三
月
十
日
、
都
庁
・
第
二
本
庁
舎
会
議
室
で
「
東
京
水
道
災
害
救
援
隊

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
ｗ
ａ

ｔ
ｅ
ｒ

Ｒ
ｅ
ｓ
ｃ
ｕ
ｅ
」
の
発
足
式
を
行
っ
た
。
東
京
都
管
工
事
工
業
協
同
組
合
（
佐
藤
章
理
事
長
）
、
東
京

都
水
道
専
業
者
協
会
（
小
林
光
一
会
長
）
、
三
多
摩
管
工
事
協
同
組
合
（
松
田
英
行
理
事
長
）
、
協
同
組
合
東
京

都
水
道
請
負
工
事
連
絡
会
（
貝
澤
二
郎
理
事
長
）
の
四
団
体
と
迅
速
・
円
滑
に
被
災
地
に
お
け
る
配
水
管
・
給
水

装
置
の
応
急
復
旧
を
行
う
協
力
協
定
を
締
結
し
た
。
水
道
事
業
体
と
し
て
全
国
初
の
取
り
組
み
と
な
る
。

発
足
式
の
第
一
部
で
は
四

団
体
の
代
表
と
順
に
協
定
書

を
締
結
。
続
い
て
醍
醐
勇
司

水
道
局
長
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
本
日
の
協
定
に
基
づ
き

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
際

に
当
局
と
連
携
し
、
救
援
隊

と
し
て
一
緒
に
出
動
し
て
い

た
だ
く
。
昨
年
四
月
に
発
生

し
た
熊
本
地
震
で
は
当
局
の

要
請
に
応
え
、
四
月
二
十
五

日
か
ら
五
月
十
五
日
ま
で
各

団
体
か
ら
合
計
六
十
名
の
方

を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
た
。

ご
協
力
に
深
く
感
謝
し
て
い

る
。
四
団
体
の
皆
さ
ま
と
は

こ
れ
ま
で
も
都
内
で
災
害
が

起
き
た
際
に
協
力
し
て
き
た

が
、
全
国
規
模
で
迅
速
か
つ

円
滑
に
被
災
地
支
援
を
行
う

た
め
の
仕
組
み
を
創
設
す
る

必
要
が
あ
っ
た
。
私
自
身
、

熊
本
地
震
で
皆
さ
ま
と
連
携

し
な
け
れ
ば
的
確
な
取
り
組

み
が
で
き
な
い
こ
と
を
実
感

し
た
。
頻
繁
に
起
き
て
い
る

災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
皆

さ
ま
と
緊
密
に
連
携
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
、
一
層
の

協
力
を
要
請
し
た
。

第
二
部
の
局
長
訓
示
式
に

は
水
道
局
幹
部
や
一
般
職
員

が
参
加
し
、
救
援
隊
員
着
用

ベ
ス
ト
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
隊
長
・
隊
員
に
任
命
書

が
授
与
さ
れ
た
。
第
三
部
の

救
援
隊
出
発
リ
ハ
ー
サ
ル
で

は
隊
長
と
隊
員
四
名
が
救
援

隊
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
た
給

水
タ
ン
ク
車
二
台
に
乗
り
込

み
力
強
く
出
発
し
た
。

救
援
隊
は
①
日
本
水
道
協

会
の
会
員
事
業
体
に
よ
る
相

互
応
援
の
枠
組
み
な
ど
に
基

づ
き
被
災
事
業
体
の
支
援
要

請
に
即
応
②
当
番
制
と
登
録

制
の
二
つ
の
仕
組
み
を
導
入

し
、
即
応
体
制
を
常
時
確
保

③
派
遣
に
あ
た
っ
て
管
工
事

業
者
と
連
携
④
被
災
地
の
状

況
に
応
じ
て
一
定
期
間
継
続

的
な
派
遣
も
可
能
―
―
な
ど

を
特
徴
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
水
道
局
事
業

所
に
よ
る
当
番
制
で
初
動
部

隊
を
常
時
確
保
し
、
断
水
対

応
に
応
急
給
水
部
隊
二
名
×

五
班
の
十
名
、
漏
水
対
応
に

応
急
復
旧
部
隊
（
調
査
・
管

路
復
旧
）
六
名
×
四
班
の
二

十
四
名
を
充
て
る
。
こ
れ
に

加
え
、
応
急
復
旧
に
関
連
す

る
施
設
・
設
備
な
ど
の
分
野

で
登
録
を
希
望
す
る
職
員
を

局
内
で
募
集
す
る
。
当
番
制

を
導
入
し
な
い
分
野
で
も
派

遣
者
の
人
選
を
迅
速
化
す
る

の
が
狙
い
だ
。
登
録
者
は
事

前
の
研
修
で
災
害
派
遣
活
動

に
関
す
る
一
定
の
レ
ベ
ル
を

確
保
し
、
派
遣
時
に
中
心
的

な
役
割
を
担
う
。

厚
生
労
働
省
は
三
月
十
四

日
、
東
京
・
市
ヶ
谷
の
日
本

水
道
協
会
で
第
六
回
「
新
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
協
議
会
」

（
座
長
・
滝
沢
智
東
京
大
学
大

学
院
工
学
系
研
究
科
都
市
工

学
専
攻
教
授
）
を
開
き
、
国

と
団
体
に
お
け
る
取
り
組
み

の
進
捗
状
況
を
確
認
し
た
。

団
体
関
係
で
は
公
益
財
団
法

人
給
水
工
事
技
術
振
興
財
団

（
浜
田
康
敬
理
事
長
）、国
立

保
健
医
療
科
学
院
（
新
村
和

哉
院
長
）、一
般
社
団
法
人
水

道
運
営
管
理
協
会
（
飯
嶋
宣

雄
会
長
）、公
益
財
団
法
人
水

道
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
大

垣
眞
一
郎
理
事
長
）、全
国
簡

易
水
道
協
議
会
（
山
崎
一
雄

会
長
）
、
一
般
社
団
法
人
全

国
給
水
衛
生
検
査
協
会
（
奥

村
明
雄
会
長
）
、
公
益
社
団

法
人
日
本
水
道
協
会
（
吉
田

永
理
事
長
）
、
一
般
社
団
法

人
日
本
水
道
工
業
団
体
連
合

会
（
木
股
昌
俊
会
長
）
、
全

国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合

会
（
大
澤
規
郎
会
長
）
が
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
く
重
点

項
目
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

同
協
議
会
で
は
平
成
二
十

五
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た
新

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
推
進
す
る

た
め
、
国
や
関
係
団
体
の
取

り
組
み
を
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と

し
て
提
示
。
緊
密
に
連
携
し

て
情
報
を
共
有
し
、
ビ
ジ
ョ

ン
の
効
率
的
な
実
現
を
図
る

よ
う
努
め
て
い
る
。

当
日
は
松
田
和
久
同
省
水

道
課
水
道
計
画
指
導
室
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
い
て
国
と
各

団
体
の
取
り
組
み
状
況
を
確

認
。
こ
の
う
ち
給
水
工
事
振

興
財
団
の
江
郷
道
生
専
務
理

事
は
熊
本
地
震
の
給
水
装
置

被
害
状
況
調
査
を
実
施
し
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る

意
向
を
示
し
た
。
ま
た
全
管

連
は
原
宣
幸
広
報
部
長
・
災

害
対
策
担
当
理
事
と
粕
谷
明

博
専
務
理
事
が
出
席
し
、
女

性
技
術
者
・
技
能
者
の
活
躍

に
関
す
る
会
員
企
業
の
調
査

結
果
を
集
計
中
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
説
明
し
た
。

力強く出発リハーサル

発足式に団体代表らが出席

醍醐水道局長

国・団体が取り組み説明
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